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四 季 彩 

 

ふ
る
さ
と
農
園 

１
／
３
年
を
ふ
り
か
え
る 

貸
し
農
園
の
話
を
聞
い

て
調
査
に
行
く
と
一
面
沼

地
。
で
も
、
自
然
農
園
活

動
に
は
興
味
は
あ
る
。 

会
員
に
話
そ
う
。 

２
月
定
例
の
連
絡
会
で
募

集
を
し
た
が
積
極
的
な
賛

同
者
が
い
な
い
。
で
も
、

ど
こ
か
ら
か
借
り
て
も
良

い
の
声
が
聞
こ
え
だ
し
た
。 

話
し
て
み
る
と
や
～
て
み

る
か
な
の
人
で
定
員
に
達

し
た
。 

１
／
３
年
も
す
れ
ば
み
ん

な
が
セ
ミ
プ
ロ
ク
ラ
ス
、

す
ぐ
農
園
の
話
で
和
が
広

が
る
。 

今
年
は
来
年
の
為
に
足
場

を
固
め
る
年
に
し
た
い
。 

【
７
月 

報
告 

】 

「
ふ
る
さ
と
農
園
」
も 

７
月
に
入
り
ま
す
と
夏
物

の
収
穫
時
期
に
入
り
ま
し

た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
大
き

く
な
り
、
収
穫
が
楽
し
み
で

す
。
「
ス
イ
カ
」
と
「
ま
く

わ
」
は
毎
日
見
ら
れ
て
恥
ず

か
し
そ
う
。 

い
つ
の
間
に
か
カ
ボ
チ

ャ
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
太
陽

を
受
け
て
ツ
ル
が
長
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

ウ
コ
ン
は
元
気
な
芽
が

出
て
き
ま
し
た
。 

枝
豆
も
す
く
す
く
と
伸

び
て
き
ま
し
た
。 

  

た
か
つ
き
夏
の
市 

出
店
と
実
行
委
員
会
ス
タ

ッ
フ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２０
年
７
月
19
日
（
土
） 

場
所 高

槻
市
役
所
東
・
南
通
路 

主
催 

た
か
つ
き
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
委
員
会 

目
的 

１
、
会
員
と
市
民
と
の
親
睦

と
融
和 

２
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み 
 
 

リ
サ
イ
ク
ル 

３
、
趣
味
の
発
表
の
場
の
提 

 
 

供 

４
、
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
活

動
支
援
…
ス
タ
ッ
フ
活
動 

 
 

５
、
Ｅ
Ｍ
活
性
液
・
Ｅ
Ｍ
団

子
の
販
売
。 

猛
暑
の
中
、
売
り
場
の
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
頂
き
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

関
西
で
は
、 

 
 
 

７

月

１７

日

京
都
の
祇
園

祭
、
大
阪
の

天
神
祭
、
現

在
で
は
開
か

れ
て
い
る
か

解
ら
な
い
が
、

堺
の
浜
の
漁

師
さ
ん
達
の
夜
市
迄
が
一
番

暑
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
暑
い
時
季
に
汗
ダ
ラ

ダ
ラ
の
賑
や
か
な
お
祭
り
な

ん
て
・
・
・
。 

猛
暑
の
折
、
今
で
言
う
食

中
毒
や
蚊
や
ハ
エ
の
媒
介
に

依
る
疾
病
が
流
行
（
は
や
）

り
、
古
人
（
い
に
し
え
び
と
）

は
威
勢
の
良
い
祭
り
で
病
を

追
い
払
う
行
事
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
い
る
。 

コ
ン
チ
キ
チ
ン
、
コ
ン
コ

ン
チ
キ
チ
ン
、
コ
ン
チ
キ
チ

ン
、
・
・
・ 

平
成
２０
年
、
Ｇ
８
が
日
本

で
開
催
さ
れ
、
大
気
汚
染
、

食
料
問
題
、
難
病
等
討
論
さ

れ
た
が
、
諸
国
夫
々
の
課
題

が
あ
り
完
璧
な
結
果
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

改
め
て
世
界
地
図
を
広
げ

て
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
島
々
、

大
き
な
大
陸
に
沢
山
の
国
が

あ
る
事
を
知
り
、
《
世
界
は

一

つ

》

に

な

る

事

は

難

題
！
！ 

今
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
諸
国

が
種
々
深
刻
な
状
態
で
本
当

に
こ
ん
な
に
沢
山
の
国
が
こ

の
大
陸
に
存
在
し
て
い
る
の

は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。 

日
本
の
東
北
地
方
で
出
生

し
た
野
口
英
世
博
士
が
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
医
学
を
学
び
ア

フ
リ
カ
大
陸
で
発
症
し
て
い

る
黄
熱
病
を
研
究
し
、
彼
自

身
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
意
志
な

か
ば
で
自
身
も
病
を
得
て
他

界
し
た
。 

こ
ん
な
献
身
的
な
立
派
な

医
師
が
遠
い
昔
、
存
在
し
て

い
た
の
は
誇
り
に
思
う
。 

東
京
の
野
口
英
世
記
念
館

に
は
英
世
氏
と
御
母
堂
と
の

書
簡
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

彼
の
情
熱
と
母
の
愛
情
と

の
文
書
に
接
し
、
筆
者
も
ユ

ニ
セ
フ
協
会
に
加
入
し
、
僅

少
だ
が
毎
月
寄
金
を
振
り
込

ん
で
い
ま
す
。 

互
助
の
精
神
を
息
の
あ
る

限
り
持
ち
続
け
た
い
。
Ｎ
Ｙ 

後 

記 

連
日
の
猛
暑
に
何
を
す
る
の

も
ウ
ン
ザ
リ
な
の
で
す
が
、

と
ば
か
り
も
言
っ
て
お
れ
ず
、

熱
中
症
に
十
分
気
を
つ
け
て

お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｓ
・
Ｎ 

活

動

報

告 

  

ホテイアオイ  

布 袋 葵 
アオイ今年も 7月 26日朝、玄関の素焼き水瓶の

ホテイが淡い花を咲さかせて“おはようございま

す”と挨拶してくれています。 

ホテイアオイは明治時代の初期にアメリカから

持ち込まれ逸出して広がったとされています。現

在は暖地の池、水田、水路などに繁茂し、水の流

れを妨げたり、水中に届く日光を遮断することな

どから害草とみなされている。 

西日の当たる我が家の玄関では夏の間中勢いよ

く成長しますので、根と茎を適当に切り落として

手入れをしています。 

この旺盛な繁殖力を活かして水質浄化への利用

も試みられているが、繁殖した植物体を定期的に

回収する必要があり、未だ試験的な段階とのこと。

早く実益のある浮き草となって欲しいものです。 

 

熱帯夜に思うこと 


